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“景都南 C       名神高速

所在地と交通

□」R   JR京都駅から市バス100番で岡崎道下車徒歩5分。
□地下鉄 地下鉄東西i・1蹴上駅から徒歩 30分。
□阪急  阪急京都線四条河原町駅、または阪急鳥丸駅から

市バス 5番で東天王町下車徒歩 10分、32番・203番で岡崎道下車徒歩 5分。

□京阪  京阪本線三条駅から市バス 5番で東天王町下車徒歩 10分。
京阪本線祇園四条駅から市バス 203番で岡崎道下車徒歩 5分。

京阪鴨東線神宮丸太町駅から徒歩30分。または市バス204番で岡崎道下車徒歩 5分。

京阪鴨東線出町lll駅から市バス 203番で岡崎道下車徒歩 5分。

□自動車 名神高速・京都東 Cより15分。京都南 Cより35分。駐車場は 30台収容。
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自
河
禅
一房
・く
ろ
谷

金
戒
光
明
寺

宗
旨
＝
浄
土
宗
　
開
山

・
宗
祖
＝
法
然
上
人

（源
牢
）

本
尊
＝
阿
弥
陀
如
来
　
唱
え
る
言
葉
＝
南
無
阿
弥
陀
仏

く
ろ
谷
の
地
は
、
法
然
上
人
四
十
三
歳
の
承
安
五

（
一
一
七
五
）
年

比
叡
山
の
修
行
を
終
え
て
こ
の
地
で
念
仏
を
さ
れ
た
時

紫
雲
全
山
に
た
な
び
き
、
光
明
が
あ
た
り
を
照
ら
し
た
こ
と
か
ら

浄
土
宗
最
初
の
念
仏
道
場
を
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。

浄
十
宗
七
大
本
山
の
一
つ
で
、
山
越
阿
弥
陀
図

篭
３

な
ど

数
多
く
の
文
化
財
を
所
蔵
す
る
。紅衣を纏う三重塔 花の頃の清和殿

薫風渡る御廟



御
十
■

【人
澱
」

内
陣
正
而
に
は
宗
祖
法
然
上
人
七
卜
五
歳
の
御
影

（坐
像
）
を
奉
安
し

て
い
る
。
昭
和
十
九
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
円
光
人
師
二
十
五
霊

場
第
１
十
四
番
、
京
都
　
十
五
処
第
Ｌ
番
の
霊
場
と
な
っ
て
い
る
．

阿
弥
陀
十

慶
長
卜

（
エ
ハ
〇
五
）
年
中
臣
秀
頼
に
よ
り
再
建
．
当
山
諸
堂
宇
中
最

も
古
い
建
物
で
あ
る
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
、
恵
心
僧
都
最
終
の
作

「ノ

ミ
お
さ
め
如
来
」
と
称
さ
れ
て
い
る
．
洛
陽
四
卜

八
願
所
第
一
Ｆ
五
番
、

善
光
寺
四
十
八
願
所
に
も
な
っ
て
い
る
．

万
延
元

（
〓
八
六
●
）
年
落
成
。
楼
上
正
面
に
は
後
小
松
天
皇
寝
翰

「浄
土
真
宗
最
初
門
」
の
勅
額
が
あ
る
．

４生
の
ト
ー
‐‐‥
‘
・

徳
川
秀
忠
公
菩
提
の
た
め
建
立
さ
れ
た
三
重
の
塔
に
、
日
本
三
文
殊
の

一
体
中
山
文
殊

（運
慶
作
）
を
安
置
し
て
い
た
が
、
現
在
は
御
影
堂
に
移

し
て
安
置
し
て
い
る
。

二重の塔 暉 文)
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中山文殊

法然上人「鏡の御影J

一枚起請文 (法然上人真筆御遺訓)

吉備観音 (重文)


